
  トマト等の施設園芸では多湿環境による病害発生が収量の低下をもた
らしています。そこで、通気性のある不織布で被覆したカバー温湿度セ
ンサによる葉濡れ指標に基づき病害感染のリスクを教えてくれる植物病
害感染リスク見える化ツールを開発しました。本ツールのアラート機能
による的確な病害対策(防除、除湿等)によって病害の発生を未然に防ぐ
とともに、農薬散布量の削減が期待されます。

＜病害感染リスク見える化ツール＞
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植物病害感染リスク見える化ツールの開発と実用化

①栽培温室内の植物葉層内に設置したカバーセンサによ
　って温･湿度を計測し、データを無料提供クラウド（おんど
　とりWeb storage）に保存します。
②AOIフォーラム会員によって運用されるクラウドサーバー
　が無料提供クラウドにアクセスし、取得した栽培温室の
　温・湿度データから葉濡れ指標に基づく病害感染リスク
　を評価します。生産者はスマートフォンの専用アプリ上
　で病害感染リスクをリアルタイムで確認できます。
③病害感染リスクが危険水準以上に高まると、生産者のス
　マートフォンにアラート（プッシュ通知）が表示されます。

＜濡れに強いカバー温湿度センサ＞

・最も濡れが起こりやすい葉層内でも安定的な温･湿
　度測定が可能なカバーセンサを開発しました。
・本センサによって、農薬散布時等の異常値計測を
　防ぐとともに、早期の故障を回避できます。

*写真
・左：カバー温湿度センサ
・右：温湿度計測システム

＜専用スマホアプリ(緑の
病害チェッカー)の画面＞

*上図　病害感染リスクの推移
　　　　(リスク＞20でアラート発出)

　中図　温度の推移
　下図　相対湿度の推移


